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 当院では、急性期後の治療や経過観察、リハビリ、在宅復帰支援等を行うため、 

 平成28年2月1日に地域包括ケア病棟（３階）をオープンいたしました。 

地域包括ケア病棟とは 

 「地域包括ケア病棟」とは、急性期治療を経過した患者さんや在宅において療養を行っ

ている患者さんの支援を行う病棟です。当院ではこれまで、一般病棟で症状が安定する

と早期に退院していただくこととなっていました。しかし、あと少しの入院治療やリハ

ビリを望まれる患者さん、在宅での療養に不安を持っておられる患者さんやご家族の支

援を行うために「地域包括ケア病棟」をオープンすることとしました。 

 地域包括ケア病棟では医師や看護師、専従のリハビリテーションスタッフが治療や各

種支援を行います。また専任のソーシャルワーカーが退院支援を行い、退院後の生活を

サポートさせていただきます。 

当院の入院診療の流れ 
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（医療区分２または３）に該当。 

※ この他に病状等により、他の病院や施設への転院となる場合もあります。 

※ 上記は一般的なケースで、地域包括ケア病棟や療養病棟への直接入院などは病状に

あわせ主治医が判断いたします。 

入院費用について 

● 国により定められたそれぞれの病棟の入院料を算定します。 

● 室料差額のある部屋の場合は、別途室料がかかります。 

● 高額療養等の負担上限額は、他の病棟と変わりません。 


